
建設部

安全で安心できる「歴史と文化が息づくまち」にします
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【建設部の目標】　安全で安心できる「歴史と文化が息づくまち」にします

道路河川課

【めざすまちの姿】

R5 R6 R7 R8 R9

自転車走行空間の
ネットワーク化と整
備

地域の道路網の安全性・信頼性の確保を図るため、老朽化した舗装の点検及び
修繕を行う。

継続

継続 継続

継続 継続

継続 継続

事業計画

継続 継続

継続

継続 継続

継続 継続

継続 継続

継続

継続 継続

継続

10
道路改良事業（防災・安全交付
金）

継続

継続

継続

環境負荷の低減、災害時における交通機能の維持、市民の健康増進及び交流
人口の増加を図るため、道路上の自転車走行空間に、路面標示を行い、自転車
通行の安全を確保する。

7 しらかわセーフロード事業
安全性を欠く変形や腐食した縞鋼板のかかった側溝などにより発生する通行障
害や騒音の発生等を解消するため、道路側溝等の改修整備を実施し、安全安心
な道路環境及び快適な住居環境の向上を図る。

継続

公共施設等適正管理推進事業
経年劣化で舗装にひび割れやわだち掘れがなどによる走行性の低下や振動の
発生を解消するため、舗装の補修整備を実施する。

継続

道路維持改修事業（４地域）
適正な管理により道路交通の安全確保をするため、側溝整備や舗装補修を実施
し、災害や事故を未然に防止する。

継続

8

9

河道内に堆積した土砂の撤去や繁茂した樹木等を伐採し、河川の流下断面を確
保することにより、河川災害を軽減する。

令和元年度台風１９号の豪雨により準用・普通河川において甚大な被害が発生
した。被災箇所の多くが浸食を受け崩壊が起きた天然護岸であることから、氾濫
のリスクを低減するため、河川護岸の整備を実施する。

4
道路舗装補修事業（防災・安全
交付金）

6 緊急浚渫推進事業

管理する社会資本
の長寿命化計画の
策定

5
緊急自然災害防止対策事業(河
川）

1

防災・減災対策の実
施

　道路・河川を適切に管理し、安全・安心な居住環境を目指します。

No 事業名 事業概要 備考取組み
地方創生
事業

道路メンテナンス事業（補助）

狭あい道路整備事業

安全で円滑な交通の確保と地域内・地域間交通の利便性向上を図るため、主要
幹線道路、生活道路の整備を行う。

2 道路改良事業（交付金）

3
地域の道路網の安全性・信頼性の確保を図るため、老朽化した橋梁及びトンネ
ルの点検及び修繕を行う。

継続

継続

継続

継続

建築基準法第42条第2項の規定に基づく後退敷地等について、道路敷きとして
市で買取を行う。

※地方創生事業･･･「第２期白河市みらい創造総合戦略」（令和２年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。



【建設部の目標】　安全で安心できる「歴史と文化が息づくまち」にします

建築住宅課

【めざすまちの姿】

R5 R6 R7 R8 R9

継続 継続

継続

継続

継続

継続

継続

廃止

継続

継続

地方創生
事業

2
来て「しらかわ」住宅取得支援事
業

県外から市内へ・市外から市内へ移住する世帯に対して、住宅取得に要する費用
の一部を助成し、移住定住の促進を図る。

事業計画

継続 継続 継続

継続 継続

入居率の低い外面市営住宅等の空き住戸を二地域居住や移住体験施設として活
用し、白河市の情報発信や定住促進を図る。

　安全・安心で快適に暮らせる住環境の整備を目指します。

No 取組み 事業名 事業概要 備考

1

移住者等への住宅
支援制度の充実

新婚生活スタート応援事業
若年・低所得の新婚世帯に対して、結婚に伴う新生活のスタートアップに係る経費
（住居の購入費、家賃、引越費用、リフォーム費用等）を補助し、定住促進及び少
子化対策を図る。

Ⅱ(２)
Ⅲ(２)

企画政策課

Ⅲ(2) 企画政策課

Ⅲ(2)3
「みりょく発信」二地域居住・移住
希望者市営住宅提供事業

昭和５６年５月３１日以前に建築された居住木造住宅で、所有者が耐震診断を希望
する場合、耐震診断者を派遣する。また、耐震診断により耐震基準を満たさないと
判断された木造住宅の耐震改修費用の一部を助成することで、震災に強いまちづ
くりを推進する。

道路沿いにある建築基準法に適合しないブロック塀等の除却・新設及び改修に要
する費用の一部を助成することで、震災に強いまちづくりを推進する。

継続

4 ブロック塀等改修助成事業

5
木造住宅耐震診断者派遣・耐震
改修支援事業

安心して快適に生活
できる住環境づくり

6

白河市営住宅長寿命化計画に基づき、外壁等の改修を行い、住環境の整備及び
維持管理コストの縮減を図るとともに、老朽化した市営住宅の解体を行う。

7
住宅ストックの適正
化

公営住宅ストック総合改善事業
（市営住宅改修）

継続

空家解体費補助事業
昭和５６年５月３１日以前に建築され、かつ、５年以上空家等になっている戸建て住
宅等について、解体に要する費用の一部を補助し、良好で快適な生活環境の形成
を図る。

継続 継続 継続

※地方創生事業･･･「第２期白河市みらい創造総合戦略」（令和２年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。



【建設部の目標】　安全で安心できる「歴史と文化が息づくまち」にします

まちづくり推進課

【めざすまちの姿】

R5 R6 R7 R8 R9

2 継続 継続

継続 継続

継続

継続 継続

白河駅前を中心としてイルミネーションを飾り付けることにより、冬季の街なかの
華やかさを演出し、来街機会の増加や回遊性の向上を図る。

「白河市まちづくりブログ」を設置し、中心市街地に関する話題や「まちづくり」「ひ
とづくり」「ものづくり」に関する話題を広く提供する。

継続

継続

継続

7

　歴史や伝統・文化が息づく魅力ある居住空間を形成します。

No 取組み 事業名 事業概要
地方創生
事業

備考
事業計画

中心市街地市民交流センター
（マイタウン白河）及び白河市旧
脇本陣柳屋旅館建造物群（蔵座
敷）管理運営事業

マイタウン白河及び白河市旧脇本陣柳屋旅館建造物群（蔵座敷）の管理運営に
関する業務を指定管理者へ委託することにより、中心市街地の交流拠点として、
効果的かつ効率的な管理運営及び活用促進を図る。

Ⅲ(4)3

1 拡充 拡充

まちなかの賑わい創
出

中心市街地空き店舗対策事業
中心市街地内において、商店街の空き店舗等を新規店舗等として活用する場合
の賃借料の一部を補助することにより、商店街の集客力や魅力の向上による賑
わいの創出を図る。

継続 継続 継続

Ⅲ(4)

まちなか居住支援事業

中心市街地活性化支援事業
（白河駅前イルミネーション事
業）

屋内遊び場「わんぱーく」管理運
営事業

白河市まちづくりブログの作成・
管理事務

まちなかでの快適な暮らしを支援し、居住促進を図るため、中心市街地内の民間
賃貸住宅に居住する子育て世代に対し、その家賃の一部を助成する。

Ⅲ(2)

中心市街地の賑わい創出及び子育て支援の推進を図るため、市民の交流拠点
であるマイタウン白河に木育・知育をテーマにした屋内遊び場を設置し運営する。

Ⅱ(2)

継続

継続

継続

5

4

6 Ⅰ(3)

空き店舗を活用したまちなか再
生支援事業

中心市街地の空き店舗を若者や子育て世代の多様な暮らし方、働き方を支援す
る魅力的な交流拠点として再生し、賑わい創出につなげるため、空き店舗の改装
費の一部を補助する。

継続 継続 継続 Ⅰ(3)

※地方創生事業･･･「第２期白河市みらい創造総合戦略」（令和２年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。



R5 R6 R7 R8 R9
No 取組み 事業名 事業概要

地方創生
事業

備考
事業計画

継続 継続

継続 廃止

継続 継続

勧工場跡地を魅力ある空間として整備するため、ワークショップによる利活用方針
をもとに、地域住民とともに計画検証を行いながら空間整備を実施する。

Ⅲ(1)

12

継続 Ⅱ(3)

歴史的資源活用事業 継続

11 白河歴史教科書活用事業

Ⅲ(1)

歴史的風致形成建造物活用推
進事業

歴史的に価値のある建造物の保存を図るため、歴史まちづくり法に基づき、「歴史
的風致形成建造物」として指定した建造物などの修景費用の一部を補助する。

Ⅲ(1)

8 継続

継続

継続
勧工場跡地と旧脇本陣蔵座敷
の空間整備事業

Ⅲ(2) 企画政策課継続 継続13 空き家対策事業
空き家の利活用促進や発生抑制のため、相談会やセミナーの開催、空き家バン
ク制度の充実を図るとともに、空き家の解体や改修費用を補助する。また、新たに
過疎地域の空き家活用のため、事業転用を対象とした改修費用を補助する。

空き家対策の推進

9

10

本市の歴史と伝統に対する正しい理解と郷土愛の醸成を図るとともに、本市の魅
力を発信するため「しらかわ検定」を実施する。

市民や観光客の街なか回遊を促すことにより、本市の歴史的資源の価値を再認
識する機会を創出し、歴史的風致の維持向上に寄与する。また、これまで蓄積し
たツアーコース等を活用し、他団体と連携して街なか回遊の情報発信の機会を拡
大していく。

拡充

継続

Ⅱ(3)

歴史まちづくりの推
進

白河かるた普及活用事業
「出前講座」や「かるた大会」を開催するなど、遊び感覚で本市の歴史と伝統に触
れ、楽しみながら郷土愛の醸成を図る。、

継続 継続 継続

※地方創生事業･･･「第２期白河市みらい創造総合戦略」（令和２年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。



【建設部の目標】　安全で安心できる「歴史と文化が息づくまち」にします

都市計画課

【めざすまちの姿】

R5 R6 R7 R8 R9

継続継続継続

継続

継続

継続 継続

事業計画

継続 継続

継続 継続

備考
地方創生
事業

Ⅲ(1)8

良好な景観の形成
による魅力あるまち
づくりの推進

7

屋外広告物規制対策事業
屋外広告物の適正な管理を促すため、市条例に基づく規制や「屋外広告物ガイ
ドライン」を活用した啓発、定期的なパトロール等を実施し、適切かつ質の高い屋
外広告物の表示等への誘導を図る。

歴史的まちなみ修景事業
歴史的建造物と現代の街並みの調和を図るため、景観形成ガイドラインや地域
の景観協定に基づく建造物等の修景等に対する補助を実施し、良好な街並み景
観を形成する。

Ⅲ(1)

6 景観まちづくり支援事業

5 景観啓発推進事業
景観に関する市民意識の啓発を図るため、小学生を対象とした景観学習事業等
を実施し、子どもの頃から身近な「まち」や良好な「景観」に対する関心を持っても
らうことにより、景観やまちづくりへの意識を育む。

Ⅲ(1)継続

継続
景観まちづくりを推進するため、市民が中心となる景観まちづくり協議会の設立
から景観まちづくり協定の締結に至るまでの取り組みや景観まちづくり協定締結
団体による市の景観形成に寄与する活動を支援し、良好な景観形成を促す。

Ⅲ(1)継続 継続

新白河地区の既存公園を活用し、住民の身近な健康づくりを支援するための健
康遊具やウォーキングの目安となる距離表示看板等を整備する。また、多様な
ニーズに対応した公園整備を検討する。

Ⅱ(2)

継続 継続4

Ⅱ(2)

継続

新規

継続 継続3
新白河地区ウォーカブル公園
整備事業

都市計画道路や公
園の整備による都
市環境の充実

2

街なか公園整備事業
白河駅周辺の街なかの居住環境の向上と居住誘導を図るため、既存公園や低
未利用地を活用した公園整備を地元住民とともに検討する。

　安全で住みやすい魅力あるまちづくりを推進します。

No 取組み 事業名 事業概要

1 検討中
立地適正化計画の
推進

公園施設長寿命化対策事業
都市公園のトイレや四阿といった休憩施設等について、ライフサイクルコストの縮
減を図るため、長寿命化計画に基づく計画的な修繕・更新を行う。

※地方創生事業･･･「第２期白河市みらい創造総合戦略」（令和２年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。



【建設部の目標】　安全で安心できる「歴史と文化が息づくまち」にします

文化財課

【めざすまちの姿】

R5 R6 R7 R8 R9

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続 継続

継続

継続

継続

継続

　市の歴史や伝統文化を守りながら適切にいかすことで、郷土愛の醸成を目指します。

No 取組み 事業名 事業概要

2 小峰城跡土地公有化事業
史跡として保存・活用を図るため、小峰城跡史跡指定地内の民有地の一部を公
有化する。

3

4

清水門復元整備事業

南湖公園整備基本計画に基づき、来訪者が安全に安心して散策できる環境を整
えるため、園路等の整備を行う。

1

文化財の保護

小峰城史跡整備事業 震災後の石垣変動の有無を確認するため、動態観測を行う。

小峰城跡石垣等調査事業
将来の石垣管理に向けた基礎情報を得るため、石垣悉皆調査を行い、石垣カル
テの作成を行う。

Ⅲ(1)

Ⅲ(1)

市のシンボルである小峰城の史跡としての価値をさらに高めるため、二之丸と本
丸を結ぶ重要な門であった「清水門」の復元整備を年次計画で実施する。令和５
年度は復元工事に着手する。

継続 継続

地方創生
事業

備考

Ⅲ(1)

事業計画

継続 継続 継続

Ⅲ(1)継続 継続

継続 継続

6

7

南湖公園水質等保全調査事業
南湖の水質や、植物の生育環境が悪化しているため、県内大学との共同研究事
業として水質等の調査を実施し、水質や植物の生育環境の改善に取り組む。

調査成果等による
文化財の活用

小峰城跡発掘調査報告書作成
事業

昭和62年度から平成13年度に実施した小峰城跡の発掘調査成果が未報告であ
るため、平成22、24～令和10年度の18ヵ年事業として資料整理･報告書作成を行
う。

Ⅲ(1)

小峰城歴史館特別企画展開催
事業

継続

継続 継続

継続 継続

継続 継続

継続

11

9

10

8
無形文化財への支
援・協力

無形民俗文化財等支援事業
民俗芸能や伝統行事を実施する団体等に対し、地域文化の保存や継承に要す
る費用の一部を助成する。

しらかわデジタルミュージアム
公開事業

白河の歴史的・文化的な厚みや魅力を広く知ってもらうため、一般の方が手軽に
インターネット上で検索・閲覧ができるよう市所蔵の古文書や美術工芸品等の情
報をデジタル化し公開する。

白河市の歴史文化を発信するため、白河藩・桑名藩・忍藩の「三方領地替え」か
ら２００年、白河市・桑名市・行田市の三市友好都市締結２５周年を記念し、合同
企画展を開催する。

Ⅱ(3)
Ⅲ(1)

Ⅱ(3)
Ⅲ(1)

5 南湖公園史跡整備事業 Ⅲ(1)

Ⅲ(1)

Ⅲ(1)

Ⅲ(1)

ビャッコイ自生地保存事業
県指定天然記念物「ビャッコイ自生地」の価値をさらに高め、適切な保全、継承を
図るため、国指定天然記念物への指定に向けた取り組みを行う。

継続 継続

継続

※地方創生事業･･･「第２期白河市みらい創造総合戦略」（令和２年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。


